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******************************************************************************** 

※『Andante：アンダンテ』とは 

「ゆっくりと歩くくらいの速さで」という意味の音楽用語です。皆さんは最近、ゆっくりと歩いてみたこと

はありますか？ゆっくりと自分にとって適度なスピードで歩いているとき、私達の視野はいつもよりぐ

っと広がり、忙しく過ごす中では見過ごしがちなものに気が付くことがあります。月に一度「Andante」

が届くたびに、皆さんがふっと一息つき、少しの時間だけでもゆっくり歩くことを思い出していただけ

たらと考えています。 
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******************************************************************************** 

【１】北海道における自殺の現状 

 

◇平成 27年 4月末の自殺者数(暫定値)[警察庁発表]◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

警察庁より平成 27年 4月末の月別自殺者数の暫定値が発表されました。 

平成 27年 4月の北海道の自殺者数は 103人でした。また、全国の自殺者数は 2,077人、そのう

ち男性は 1,466人、女性は 611人でした。 

以下に、北海道および全国の前月比と前年同月比の自殺者数を示します。 

 

1.平成 27年 4月末と平成 27年 3月末の月別自殺者数の比較 (単位：人) 



－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

H27年 4月＜北海道 103人、全国 2,077人、全国(男性) 1,466人、全国(女性) 611人＞ 

H27年 3月＜北海道 111人、全国 2,283人、全国(男性) 1,604人、全国(女性) 679人＞ 

先月比 ＜北海道  -8人、全国-206人、全国(男性) -138人、全国(女性) -68人＞ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

平成 27年 4月の自殺者数は、前月比では北海道・全国・全国男性・全国女性の全てにおいて減

少しました。都道府県別では、自殺者数が増加したのは 19、減少したのは 27、変化なしは 1でし

た。 

 

2. 平成 27年 4月末と平成 26年 4月末の月別自殺者数の比較 (単位：人) 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

H27年 4月＜北海道 103人、全国 2,077人、全国(男性) 1,466人、全国(女性) 611人＞ 

H26年 4月＜北海道 100人、全国 2,229人、全国(男性) 1,503人、全国(女性) 726人＞ 

前年比  ＜北海道  +3人、全国 -152人、 全国(男性)  -37人、全国(女性) -115人＞ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

前年同月比では、北海道において増加、全国・全国男性・全国女性において減少しました。また、

都道府県別でみると、自殺者数が増加したのは 13、減少したのは 29、増減なしは 5でした。 

 

◇平成 26年中における北海道の職業別自殺者数◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

警察庁が『平成 26年中における自殺の状況』で、平成 26年中の自殺者数の確定値を発表しまし

た。ここでは、その発表をもとに北海道における職業別自殺者数についてまとめてみたいと思いま

す。 

平成 26年中の北海道における職業別自殺者数、及び構成比は、「自営業・家族従事者」90人

(8%）、 「被雇用者・勤め人」352人(30%）、 「無職」700人(61%）、「不詳」9人(1%)でした。 うち

「無職」の自殺者の内訳は、「学生・生徒等」37人(5%)、 「無職者」663人 (95%)でした。さらに、

「無職者」の内訳は、 「主婦」72人(11%)、「失業者」56人(8%)、 「年金・雇用保険等生活者」294

人(45%)、 「その他の無職者」241人(36%)でした。 

北海道の自殺者数を職業別にみると、「無職」が 6割以上を占め、次いで「被雇用・勤め人」が 3

割近い数値を示しています。 そして、 「無職」のうち、「年金・雇用保険等生活者」が「無職者」の

中で 45％と大きな割合を占めていました。 

また、これらの自殺者数の職業別構成比は、平成 26年中全国の職業別自殺者の構成比とほぼ同

じ値となっていますが、「年金・雇用保険等生活者」が全国と比較して北海道は 3％高い結果にな

っています。 

前年（平成 25年）の北海道の職業別自殺者の構成比と比べると、 大きな変化としては「年金・雇

用保険等生活者」 の自殺が 5％増加しているということです。 



割合にするとわずかであるようにも見えますが、実数にすると、1%あたり約 12人の差となります。特

に全国比と前年比どちらも「年金・雇用保険等生活者」の増加が特徴的です。 

年金や雇用保険などで生活している人の経済的な支援とともに孤立させず、社会の中で見守って

いくことが大切ではないでしょうか。 

 

参考文献 

「平成 26年中における自殺の状況」（内閣府自殺対策推進室・警察庁生活安全局生活 

安全企画課） 

「平成 25年中における自殺の状況」（内閣府自殺対策推進室・警察庁生活安全局生活 

安全企画課） 

 

******************************************************************************** 

【２】自殺について知ろう 

◇自死遺児支援◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

 

Andanteの バックナンバー （No.68,26,19,13,10） で 自死遺族 についてお伝えしてきました

が、今月はその中でも 「自死遺児」 が抱える問題とその支援について詳しくお伝えします。 

 

自死遺児とは 

自死（自殺）によって近親者を失った児童、成長の過程の中で家族等の自殺関連行動を身近に経

験した子どもたちを意味します。 近しい人の自死や自殺関連行動を経験することは、将来の精神

疾患や自殺のリスクを高める可能性があり、 早い段階での適切な支援が必要と考えられていま

す。 

 

1．児童期の自死遺児への支援と対応 

身近な人物の死に対する幼い子どもの反応は、大人と異なる点がみられます。家族などの身近な

人物を自殺で亡くした子どもへの支援においては、 支援者を含むその子の周囲の大人たちが、 

子どもの示す反応の特徴、 基本的な対応についてよく理解しておくことが重要です。 

[子どもが示す反応の例] 

同じ行為を繰り返す、 理由もなく笑う ・ 泣く、 おもちゃを使って喪失を象徴する遊びをする、 

友だちや親やおもちゃに攻撃性を向ける、 亡くなった人物の真似をする、 年齢よりも子どもっぽ

く振る舞ったり大人っぽく振る舞ったりする、 登校をしぶる・不登校、 学業成績が落ちる、 イライ

ラする、落ち着きの無さ、注意を惹こうとする等 

親が自殺した場合、遺された配偶者や親類が、 幼い子どもには真実を伝えないことも少なくありま

せん。 しかし、そのような行動が、 逆に子どもを傷つける結果になることがあります。 真実を隠し

続けることは困難で、外部から不名誉な言い方で伝えられることもあります。そして周囲の大人が隠

すという行為が“親の死は不名誉な死である”というメッセージを強めて、さらに子どものこころを傷

つけることになるのです。 



子どもが身近な人物の死という喪失に対処し、適応できるように手助けするためには、まずは安心

して過ごせる場を作って悲嘆の過程を確保してあげること、次にその子が理解できる限り隠さず正

直に対応すること、そして、子どもが持つ「死」や｢死ぬこと｣に対する知識や感情の多様性・主体性

を理解していくことが重要です。 

 

2.思春期の自死遺児への支援と対応 

この時期の年齢（おおよそ小学校高学年以上）では、自分が自殺の第一発見者になることがありま

す。 親や兄弟姉妹の自殺に際して、 「親が自殺したのは自分のせいだ、自分も将来自殺してし

まうのではないか、自分は親から捨てられたのではないか、親(兄弟姉妹)が自殺したことを話すと、 

友達がいなくなってしまうのではないか」 などの感情をしばしば抱きます。これらの感情の是非で

はなく、理解をしながら、その背景にある苦しみ、怒り、悲しみなどの感情に目を向けてその対処の

仕方について一緒に話し合うことが大切です。また、周囲の大人の心配が幼い弟や妹に集中する

ため自分だけが放っておかれているような気持に陥りやすく、それが後になって大きな心理的負担

となる可能性もあります。また、この年齢は群発自殺（ある人物の自殺が他の複数の自殺を引き起

こす現象や、複数の人がほぼ同じ時期に同じ場所で自殺する現象）が起こりやすいことについても

注意しなくてはいけません。 

思春期の若者への支援については、カウンセリングや自助グル―プへの参加などの直接 的な支

援のみならず、彼らを支える家庭、学校や職場などの多方面からの支援が必要な場合があります。 

特に高校生、専門学校や大学生で、生計の中心であった家族が自殺した場合、学業の継続その

ものが危機的な状況になるため、学費や生活費の援助の確保が最優先の支援となることもありま

す。 

 

3.児童相談所における自殺関連問題の実態 

前述にもあるように、自死遺児等は自殺という出来事に伴った特有の困難を抱えることがあり、適切

なケアが必要になります。そこで、自殺予防対策センターが行った児童相談所における自死遺児

の実態や家族の自殺関連行動(自殺既遂、自殺未遂もしくは自傷行為)の調査についてもご紹介し

ます。 

調査への回答が得られた児童相談所(207か所のうち 160か所)のなかで、平成 25年度中に 一

時保護になった児童のうち、自死遺児の存在が確認された児童相談所は約 40％でした。児童相

談所全体での自死遺児実数の合計は 138人です。最も多い児童相談所では 1年で 16人の自死

遺児が把握されていました。一時保護された児童の 3％に保護者等の自殺関連行動が確認されま

した。また、自殺関連行動がみられた家族で、精神疾患により医療機関を受診した経験のある者は

84.9％でした。 

診断名で多く挙げられていたものは、 気分障害 （32.7％）、パーソナリティ障害（27.1％）でした。

また、こうした児童の家庭では、生活の困難（「生活保護受給」（38.8％）や「生活困窮」（28.5％））が

あり、ひとり親家庭（「離婚」（46.5％）、「父親がいない」（27.9％））の割合が高いことがわかっていま

す。 



家族の自殺既遂または自殺未遂の現場を直接目撃したり、第一発見者になったりすることは、心的

外傷的出来事の暴露に相当し、子どもの心にとって大きなストレスになります。 

自殺行動の家族歴は子どもの自殺や非致死性の自殺行動のリスクを高め、同様に家族内での自

殺行動の曝露は、思春期以降の子どもにおける自殺念慮の出現率を高めさせ、さらに激しい自殺

企図との関連も指摘されています。 

まだ子どもだからと自殺の真実を隠したりせず、 悲しみを理解し、その子どもが死と向き合えるよう

に適切な支援がとても大切であると同時に、保護者等の自殺関連行動の背景にある精神疾患や

貧困の問題に目を向け、社会的な支援に力を入れることが早急に求められています。 

 

参考文献 

『児童相談所における自死遺児等支援の手引き』(独立行政法人 国立精神・神経医療研究センタ

ー精神保健研究所自殺予防総合対策センター) 

 

******************************************************************************** 

【３】お知らせ 

 

◇ 精神保健福祉センターでは、こころの電話相談を次の時間帯で受け付けています。 

月曜日から金曜日                        9：00～21：00 

土曜日曜祝日(12月 29日～1月 3日を除く)     10：00～16：00 

                                  Tel：0570-064-556 

※ご相談の電話が集中しますと、つながりづらい状態になりますがご了承ください。 

 

◇ HP・携帯版 HPをご覧ください 

北海道地域自殺予防情報センターの HPを開設しています。最新の北海道の状況を掲載してお

り、より情報を見やすく、分かりやすくお伝えできるよう心がけています。ぜひご覧ください。 

パソコン HP  URL：http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/jisatutaisaku.htm 

 

また、携帯電話で見ることができる携帯版 HP も開設しています。警察庁および北海道警察から公

表された統計資料をもとに、北海道における自殺の状況を掲載しています。こちらも併せてご覧く

ださい。 

携帯 HP  URL：http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/i/joukyou.htm 

 

******************************************************************************** 

【４】編集後記 

 

北海道は 5月に入りいっせいに花が咲いて木は茂り、春を迎えました。 

昼間はかんかん照りで暑かったのに夕方からはコートが欲しくなるような気温の変動がある日が続

いています。花粉や黄砂などもたくさん飛ぶ時期です。 



体調に気をつけて日々の生活をおくっていきたいものですね。 

 

いつもご愛読ありがとうございます。 

次号 Vol.72は、2015年 6月末に配信予定です。 

 

 

                                                        ＊お問い合わせ先＊  

                                                北海道立精神保健福祉センター 

                                               札幌市白石区本通 16丁目北 6番 34号 

                                                              Tel 011-864-7121 

                                                              Fax 011-864-9546 

                                    URL  http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/ 

                                    Mail   hofuku.seishin1＠pref.hokkaido.lg.jp 

 


